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生物資源科学入門2016

1. 森林の保全と木材生産（第1週）

2. 森林バイオマスの活用（第2週）

生物資源科学入門2016

＜江前の担当内容＞

飲料水飲料水飲料水飲料水や農業や農業や農業や農業////工業用水に含まれる微量工業用水に含まれる微量工業用水に含まれる微量工業用水に含まれる微量

の有害物質を検出する紙センサーの有害物質を検出する紙センサーの有害物質を検出する紙センサーの有害物質を検出する紙センサーを開

発している。Cu2+
によって色が変わる色素

を使い、2 ppm（WHOが定める飲料水上限

値）の希薄なCu2+
を、他のイオンが混在し

ても選択的にかつ迅速に検出できる。紙

が光を散乱する性質のために色の差が明

瞭になる。 キノン誘導体色素を浸み込ませたろ紙(左)は、銅イオン水溶液により変色(右)

色素 + 2 ppm Cu2+色素

紙紙紙紙のののの振動を電気振動を電気振動を電気振動を電気に変換に変換に変換に変換する発電機する発電機する発電機する発電機を開発し

ている。音による紙の振動がエレクトレット

（静電気を常時帯電）と電極間の距離を変化

させ、起電力を生じる。音声や周囲の雑音か

ら発電する。

振動

紙

エレクトレット(テフロン)

振動

電極(銅)

電極(銅)

～

振動する紙上の電極をエレクトレットに近づけたり離したりして発電させる装置 (左)と、交流の起電
力の経時変化をフーリエ変換すると紙の固有振動数に一致する46Hzに最大ピークが出現(右)

紙

森林

森の森の森の森の

リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル

古紙

紙のリサイクル紙のリサイクル紙のリサイクル紙のリサイクル

木材

チップ

CO2

かみ つく かた

紙の作り方

き つく

�「木」から作る

パルプ

森林の保全

�森林の機能を維持できるのか？

�「木は伐らない、使わない 」

�「自然はそのまま放っておくのが一番よい」

�林業の産業的価値

�木材―燃料、建築材、木製品、パルプ・紙

�食糧―きのこ、山菜

�観光―行楽、森林浴

森林の保全

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

明治末（1910年
ごろ）の集落と

里山（現山梨県

甲州市塩山）。

村近くの山々は

刈り尽くされ、マ

ツの木が1本立
つのみである。

「森林飽和―国土の変貌を考える―」太田猛彦 口絵C
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森林の保全

河口付近に

土砂が堆積

沿岸流によ

り移動

砂浜が成長

飛砂（ひさ）

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

森林の保全

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

⾶砂に飲み込まれる⺠家[山形県]（1933）
「森林飽和―国土の変貌を考える―」太田猛彦 p112

森林の保全

飛砂 高波による砂の打ち上げ

風 沿岸流による砂の運搬

干潟

砂嘴

漂砂

飛砂飛砂飛砂飛砂

湿地

砂丘

海への砂の流出

三角州

湖沼

河口閉塞

沖積平野

扇状地 運搬

砂礫

表層崩壊

表面浸食

河川による

「森林飽和―国土の変貌を考える―」太田猛彦 p37

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

森林の保全

河口に土砂

が堆積せず

沿岸流によ

り海岸浸食

土砂が流失

海岸後退

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

森林の保全

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

2016年

1960年代以降は年を追って砂浜

が減り、海岸線が後退した。
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森林の保全

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

砂浜が減り、海岸線が

後退した。

植林を進めすぎて

もよくないのか？

�森林の整備が森林の整備が森林の整備が森林の整備が

足りない。足りない。足りない。足りない。

森林からの土砂

流出少ない

海岸浸食

木が多すぎ
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森林面積

国国国国 森林率森林率森林率森林率(%)

ラオス 79.65

フィンランド 73.11

スウェーデン 68.92

国土交通省「平成24年度土地に関す
る動向」

林野庁「森林・林業・木材産業の現

状と課題（平成28年4月）」

国国国国 森林率森林率森林率森林率(%)

韓国 63.60

アメリカ 33.84

中国 21.86

天然林・人工林・原生林

�人工人工人工人工林：林：林：林：木材生産のために種を播いたり苗木を植栽して育成した森林

�天然天然天然天然林：林：林：林：自然の力によって、発芽し育った森林 �原生林：原生林：原生林：原生林：未伐採の天然林

林野庁「森林資源の現況」（平成24年3月31日現在）/林野庁「森林・林業・木材産業の現状と課題（平成28年4月）」

ほとんどほとんどほとんどほとんど

針葉樹針葉樹針葉樹針葉樹

ほとんどほとんどほとんどほとんど

広葉樹広葉樹広葉樹広葉樹

天然林・人工林・原生林

林野庁「森林資源の現況」（平成24年3月31日現在）
林野庁「森林・林業・木材産業の現状と課題（平成28年4月）」

天然林・人工林・原生林

2016年1月2日（土）

明治神宮・不思議の森～0:30

明治神宮・不思議の森～18:40

明治神宮・不思議の森～24:50

明治神宮・不思議の森～40:30

� 針葉樹人工林の整備（手入れ）の重要性

� 原生林の生物多様性の維持

森林の機能

① 生物多様性保全

� 生物種保全―植物、動物、菌類

� 生態系保全―河川、沿岸

② 地球環境保全

� 地球温暖化の緩和―二酸化炭素吸収、化石燃料代替

� 地球気候システムの安定化

③ 土砂災害防止機能／土壌保全機能

� 表面侵食防止、表層崩壊防止

� 土砂災害防止、土砂流出防止

� 土壌保全（森林の生産力維持）

� その他の自然災害防止―雪崩、風、雪

http://www.rinya.maff.go.jp/puresu/h15-7gatu/0627-s14.pdf

日本学術会議の答申（2000年11月）から

森林の機能

④ 水源涵養機能

� 洪水緩和、水資源貯留、

水量調節、水質浄化

⑤ 快適環境形成機能

� 気候緩和―夏の気温低下（と冬の気温上昇）、木陰

� 大気浄化―塵埃吸着、汚染物質吸収

� 快適生活環境形成―騒音防止、アメニティ

⑥ 保健・レクリエーション機能

� 療養―リハビリ、保養―森林浴、レクリエーション－行楽、

スポーツ

� 木の根があり、植物の腐植層を含木の根があり、植物の腐植層を含木の根があり、植物の腐植層を含木の根があり、植物の腐植層を含

む土壌は、空隙の多い構造を形成む土壌は、空隙の多い構造を形成む土壌は、空隙の多い構造を形成む土壌は、空隙の多い構造を形成
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森林の機能

⑦ 文化機能

� 景観（ランドスケープ）・風致

� 学習・教育―生産・労働体験、自然とのふれあいの場

� 芸術、宗教・祭礼、伝統文化

� 地域の多様性維持（風土形成）

⑧ 物質生産機能

� 木材―燃料、建築材

木製品、パルプ・紙

� 食糧

� 肥料、飼料

� 薬品その他の工業原料

� 緑化材料、観賞用植物、工芸材料

⑧物質生産機能は、

環境保全機能等とト

レードオフの関係に

あり、異質の原理に

基づく機能といえる。

（同答申2000年）

�本当本当本当本当かかかか？？？？

森林・林業再生プラン

� 森林・林業再生プラン（2009年）基本的な考え方
� コンクリート社会から木の社会木の社会木の社会木の社会へ�

� 木材の安定供給体制を構築し、儲かる儲かる儲かる儲かる林業林業林業林業を実現

� 3つの理念
� 理念１：森林の有する多面的機能の持続的発揮

� 理念２：林業・木材産業木材産業木材産業木材産業の地域資源創造型産業への再生

� 理念３：木材利用・エネルギー利用木材利用・エネルギー利用木材利用・エネルギー利用木材利用・エネルギー利用拡大による森林・林業の

低炭素社会への貢献

�目指すべき姿

� 10年後に木材
自給率50%以上

新国立競技場整備新国立競技場整備新国立競技場整備新国立競技場整備事業事業事業事業 大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設計事務所共同企業体

国民の森林に期待する働き

内閣府「森林と生活に関する世論調

査」（H15年、19年、23年）、農林水
産省「森林資源の循環利用に関す

る意識・意向調査」（H27年）他

３つまでを選ぶ複数回答。

林野庁「森林・林業・木材産業の現状と課題（平成28年4月）」

�国際生物多様

性年（2010年）
�住宅等木材に

貯蔵される炭

素を温室効果

ガス吸収量に

計上（2011年）

機能の種類機能の種類機能の種類機能の種類 評価額（評価額（評価額（評価額（/年）年）年）年）

製紙用木材ﾁｯﾌﾟ

ﾊﾟﾙﾌﾟ価格

綿花価格

1千億円
3千億円

1兆0千億円

森林の機能
機能の種類機能の種類機能の種類機能の種類 評価額（評価額（評価額（評価額（/年）年）年）年）

表面侵食防止 28兆3千億円

水質浄化 14兆6千億円

水資源貯留 8兆7千億円

表層崩壊防止 8兆4千億円

洪水緩和 6兆5千億円

保健・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 2兆3千億円

二酸化炭素吸収 1兆2千億円

化石燃料代替 2千億円

森林の持つ多面的

機能の貨幣評価

日本学術会議の答

申（2000年11月）

森林の保全

林野庁「森林・林業・木材産業の

現状と課題」（平成28年4月）

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

� 森林整備（イメージ）

森林の保全

� 間伐の重要性

� 残存木の成長や根の発達が促され、風雪害に強くなる。

� 光が射し込み下層植生が繁茂し、表土流出を防ぐ。

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

間伐が滞り雪害を受けた森林 間伐を行った健全な森林
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御蔵島のツゲ植林地で下草刈り（2010年4月25日）

森林の保全

� 「木は伐らない､使わない」「自然のまま放っておくのがよい」

面積

20.55 km2

最高標高

851 m

人口

約300 人

御蔵島は

どこ？

御蔵島とは（2010年4月24日）

イルカツアー、森林資源

御蔵島の森林資源（2009～2011年訪問）

御蔵島の森林資源（2009～2011年訪問） 御蔵島の森林資源（2009～2011年訪問）



生物資源科学入門―森林資源と環境 第1週

江前敏晴 6

� ツゲは成長が遅く、整備に長期間を

要する。主伐期約80年（スギ、ヒノキ
は約50年）。

� 森林整備ができる後継ぎがいない。

全国林業従事者数：52万人（1955）
⇒15万人（1980）⇒ 5万人（2010）

� 伐採したツゲ材が売れる当てがない。

御蔵島が抱える森林資源の問題


